




 
■
女
性
部
　
指
導
者
中
央
研
修
会
に
参
加

　

二
月
十
六
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
行
な
わ
れ
た
研
修
会

に
、
部
長
以
下
四
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
に
行
わ
れ
た
「
牛
肉
ま
つ
り
」
や
「
ち
び
フ
ェ
ス
」
な
ど
各
種

の
地
域
ま
つ
り
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
積

極
的
に
参
加
協
力
を
し
た
こ
と
や
、
そ
の

益
金
で
、
白
老
町
の
図
書
館
に
五
万
円
の

寄
付
を
し
た
当
部
の
事
業
活
動
に
た
い
し

て
、
平
成
二
十
一
年
度
に
北
海
道
商
工
会

女
性
部
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、
こ
の
度
の
研
修
会

の
席
上
で
、
熊
谷
部
長
が
事
業
内
容
を
報

告
。
発
表
後
は
特
に
「
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の

作
り
方
を
教
え
て
」
と
問
い
合
わ
せ
が
殺

到
し
、
他
町
の
女
性
部
に
も
喜
こ
ん
で
も

ら
え
る
発
表
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
山
口
）

 毎年行っている青年部の家族会。今年度はニセコへ１泊のス

キー旅行へ行きました。スキーができる子供は大人に混ざって

ゲレンデで、また小さな子供達はチューブ滑りなどで楽しんで

くれたと思います。また普段、仕事や青年部事業などで家族と

の旅行がなかなか実現しない青年部員にとっても、家族や仲間

と良い思い出を作れたのではないかと思います。

一方、商工会的な視点で見るとニセコは中国やオーストラリア

人の客が多く、一昔前のスキーリゾートとは違い異国情緒あふ

れる雰囲気です。建物は投機目的なのか豪華なものが多く「For 

sale」という看板も目立ちます。最近の世界経済の悪化が現実

的なものとして目に映る場所だと感じました。

反対に、私たちがお世話になったペンション「陽の当たる場所」

は、何かとても懐かしく落ち着く雰囲気のペンションです。合

理的な商売と「人と人

との繋がり」を重視す

る商売の混在したニセ

コでの家族会は、ス

キーを楽しめた家族は

もちろん我々青年部員

にとっても有意義な事

業でした。　　

　　　　　　（酒井）

■青年部　部員家族会を盛大に�

 
■
女
性
部
　
手
縫
い
ぞ
う
き
ん
を
寄
贈
！

　

社
会
貢
献
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
女
性
部
の
皆
で
縫
い
貯

め
た
�
ぞ
う
き
ん
�
を
一
〇
〇
枚
、

三
月
四
日
（
木
）
に
竹
浦
中
学

校
へ
部
長
以
下
三
名
で
お
届
け

し
て
き
ま
し
た
。

以
前
に
、
こ
の
学
校
の
教
頭
だ

っ
た
校
長
先
生
は
「
清
掃
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
早

速
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

女
性
部
の
皆
さ
ま
、
来
年
度
も

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

 
 
 
 
 

　
　

（
山
口
）

　３月９日（火）部員、職員合わせて総勢２２名で行われま

した。

美味しいお弁当を全員で談らんしながら楽しくいただき、英

気を養った後、６チームに分かれて熱戦を繰りひろげました。

今回は、久保、山田、唐牛、澤石チームがなかなかの腕前で

優勝しました。

次回はもっと沢山の部員さんが参加されるといいなぁ～と思

いました。

帰りは大きな袋に、

たくさんのおみや

げのお持ちかえり

もお楽しみとして

加 わ り ま し た よ。

　　　　　

　　　　　（佐藤）

■女性部　親睦ゲーリング大会開催✌

　２月２５日（木）商工会２F会議室にて、商工会青年部第２回定例会が行
われました。今回は、北海道メンタルケアセンターの臨床心理士佐藤晋裕
（さとうくにひろ）氏を招いて、現代社会のうつ病の現状や発症しやすいタ
イプ、またうつ病が発症したときの対応などについて講演していただきま
した。いままでの定例会ですと、事業所の営業や商売のアイデアを学ぶと
いう内容が多かったのですが、あ
えて直接仕事に結びつく内容には
しないで「仕事をするにも体が資
本、心も体の一部」と考え、健全
な心を部員のみなさんに持ってい
ただけるように、うつ病を題材と
しました。今回の定例会で学んだ
ことを部員だけでなく、事業所の
従業員の方々にも部員が気を配っ
て活用できるようになってくれる
と幸いです。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　（清水副部長）

■青年部　第２回定例会開催
　

一
月
三
十
日
（
土
）　

青
年
部
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
、
任
天
堂W

i
i

の
画
面
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
、
チ
ー
ム
分
け
を
し
て
卓
球

や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
対
戦
を
行
い
ま

し
た
。
ゲ
ー
ム
と
言
え
ど
も
体
を

使
っ
た
操
作
な
の
で
、
臨
場
感
が

あ
り
白
熱
し
た
対
戦
が
行
え
ま
し

た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
に
て
、
新
入
部

員
と
の
交
流
も
あ
り
有
意
義
な
部

員
交
流
会
で
し
た
。　
　
　
　
　

           

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
酒
井
）

 
■
青
年
部
　
部
員
交
流
会
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商工会の動き
　
一
月
十
四
日
　
白
老
町
商
工
会
新
年
交
礼
会

　
　
　
十
八
日
　
第
四
回
労
務
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
第
五
回
女
性
部
役
員
会

 
 
 
 
 
 
二
一
日
　
第
十
回
青
年
部
役
員
会

　
　
　
三
十
日
　
青
年
部
部
員
交
流
会

　
二
月
　
二
日
　
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
四
日
　
会
員
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
九
日
　
女
性
部
員
親
睦
交
流
会

　
　
　
　
十
日
　
第
五
回
さ
ー
び
す
業
部
会
幹
事
会

　
　
　
十
六
日
　
全
道
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
導
者
中
央
研
修
会

　
　
　
十
七
日
　
第
十
一
回
青
年
部
役
員
会

　
　
　
十
八
日
　
胆
振
管
内
青
年
部
員
研
修
会

　
　
　
十
九
日
　
全
道
商
工
会
青
年
部
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
研
修
会

　
　
　
二
五
日
　
第
二
回
青
年
部
定
例
会

　
三
月
　
四
日
　
女
性
部
雑
巾
寄
贈

　
　
　
　
十
日
　
さ
ー
び
す
業
部
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
第
十
回
総
務
企
画
委
員
会

　
　
　
十
一
日
　
胆
振
管
内
女
性
部
長
会
議

　
　
　
十
二
日
　
胆
振
管
内
青
年
部
長
会
議

　
　
　
十
三
日
　
青
年
部
員
家
族
会

　
　
�
十
四
日

　
　
　
十
五
日
　
金
融
審
査
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
第
九
回
理
事
会

　
　
　
十
七
日
　
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
十
九
日
　
さ
ー
び
す
業
部
会
幹
事
会

　
　
　
二
四
日
　
第
六
回
女
性
部
役
員
会

　
　
　
二
五
日
　
第
十
一
回
総
務
企
画
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
第
三
回
青
年
部
定
例
会

　
　
　
三
十
日
　
第
十
回
理
事
会

平成２２年３月３１日

Information

◆商工会員等巡回健康診断

　 日　時　平成２２年４月１２日 （月）　

　　　　　　 午前８時３０分から１２時４０分 

　 場　所　しらおい経済センター会議室　

◆丸伸ハウス （建築業）　　　　　　　　　　　　　　              　　  ◆スナック美和 （飲食業）

　　　　　　　　代　表　三　河　伸　雄　　様                        　　                              村　上　美枝子　様　

　　　白老町字萩野８４－１２８　（工業 ・ 建設業部会）          　　      白老町大町２－３－１５　（さーびす業部会）

                                                                                            　　　　　　　　　　　　　　　入　会　順 （４月１日加入）

 新
会
員
紹
介

 行
事
予
定

■職員の異動について
　３月３１日をもって事務局長の清川昌廣さんと経営指導員の三
枝敏九さんが異動となりました。なお、後任は事務局長には飯島
博光さん、経営指導員には中頓別町商工会より梶靖幸さんが４月
１日より着任致しますのでお知らせします。

✍異動する職員から・・一言
� 清川昌廣さん
　白老町からの派遣期間満了に伴い３月３１日付けで退任するこ
とになりました。理事始め会員の皆様のご協力により白老町商工
業の振興に幾ばくか役に立てたことを光栄に思います。深く感謝
申し上げます。なお退任後は、定年まで２年を余し４０年勤務し
た白老町役場を退職し、商工会会員事業所である町内の知的障害
者授産施設に勤務します。今後も、商工会会員としてお世話にな
りますが、どうぞよろしくお願いします。商工会の一致団結のも
とポイントカード等、地に足の着いた事業の取組とご発展をご祈
念申し上げます。

� 三枝敏九さん
　人事異動により３月３１日付けで美瑛町商工会へ転任すること
となりました。白老町の長い歴史と経済活動の中では刹那的です
が皆様とご一緒できましたことを光栄に存じます。また、経営指
導員として初めての白老町へ赴任し、地域環境など何も知らなかっ
た大変未熟な私に叱咤激励をいただき、成長させていただきまし
たことに深く感謝申し上げます。皆様の今後益々のご発展をご祈
念申し上げ転任のご挨拶とさせていただきます。

■職員の休職について

　記帳指導職員の佐伯優子（旧姓：新井）さんが３月６日より産
前産後の休暇に入り、平成２３年３月３１日まで育児休業のため
休職となります。代替職員が４月１日から勤務します。
� 佐伯優子さんより一言
　この度、３月６日より産前・産後休暇と平成２２年度の１年間、
育児休業をいただくことになりました。ご迷惑おかけしますが、
平成２３年度より元気に復帰予定ですので、よろしくお願いいた
します。

�新職員の紹介につきましては次回１４３号に掲載致します。✍

　去る２月２５日に札幌市で開催された「コミュニティビ
ジネス・ソーシャルビジネス５団体連携フォーラム」で、
白老町より山菜料理のグランマ（小澤トキ子代表）が事例
発表を行いました。
「グランマ」は、高齢者が持つ知識や経験を地域に還元し、
高齢者の生きがいづくりと地域資源の活用、そして商店街
活性化に少しでも寄与できればとの思いで平均年齢７２歳
のコミュニティビジネス団体「麻の会」を設立し、昨年６
月に大町に開業されました。地元で採れた山菜を使ったヘ
ルシーな手作り料理や野草茶を中心に事業展開され、その
活動が話題を呼び多くのメディアに紹介されています。
発表では満席の会場で小澤代表が「徳島県上勝町を視察し

ヒントを得てから開業までわずか３ヶ
月。だから開業資金の目処が難しく貰
える物はみんな貰ったのでテーブルや
椅子も不揃い。不安と常に隣り合わせ
だったが多くの方々の支援をいただい
て開業することができた。開業は一つ
の通過点であり、運営していくことは
困難を伴いますがお客様の心のふるさ
とでいられるよう精一杯努力していき
ます。」と綴りました。

■山菜料理グランマ事例発表リポート


